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2022年9月 

(一般社団法人)国際建造物保全技術協会 

 

資格試験 受験の皆様へ 

 

時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げ

ます。『建造物保全技術者』、『建造物保全上級技術者』『建造物保全監理士』の試験について、ご連絡

いたします。 

 

１．当日日程 

試験日時：2022 年 11 月 11 日（金） 13：20～16：30           

内 容 時 間 

開場・受付 13：00～ 

試験説明 13：20～13：30 

試験 13：30～16：30 

なお、『建造物保全監理士』の一次合格者には、令和５年１月から 2 月までの間で実施する、口頭試験

の日時・試験場所について、別途通知いたします。 

 

【東京会場】 

会 場：関東 IT ソフトウェア健保会館（大久保） 

所在地：東京都新宿区百人町 2-27-6 

電 話：03-5925-5333 

※JR 総武線「大久保駅」下車北口改札より徒歩 1 分 、JR 山手線「新大久保駅」下車徒歩 5 分 
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【大阪会場】 

会 場： エル・おおさか 本館５階 ５０３号室 

所在地： 大阪市中央区北浜東３－１４ 

電 話： 06-6942-0001 

※京阪・地下鉄谷町線「天満橋駅」より西へ 300m 

京阪・地下鉄堺筋線「北浜駅」より東へ 500m 

 

 

【札幌会場】 

会 場： 札幌市産業振興センター セミナールーム 2 

所在地： 札幌市白石区東札幌 5 条 1 丁目 1－1 

電 話： 011-820-3033 

※地下鉄東西線「東札幌駅」から徒歩 7 分 
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【福岡会場】 

会 場： リファレンス駅東ビル貸会議室 会議室 V-6 

所在地： 福岡市博多区博多駅東 1 丁目 16-14 リファレンス駅東ビル 

電 話： 092-432-0058 

※JＲ博多駅 筑紫口から徒歩 4 分 

 

 
 

 

２．合格発表 

(1) 合格発表は、2023 年３月末予定。 

(2) 合否の通知書を本人宛てに郵送します。 

 

３．「資格証」の交付等 

(1)「資格証」の交付時期は 2023 年４月の予定です。 

(2) 認定期間は 2023 年４月 1 日から 3 年間となります。 

(3) 資格カード発行のため、インターネット登録をしていただきます。 
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４．試験の注意事項 

試験問題には、計算問題があります。√（ルート）計算ができる電卓をご用意ください。な

お、電子手帳、携帯電話の使用は認めません。 

 

５．新型コロナウイルス感染症対策等について 

 (１）感染症の疑いのある者の受験について 

以下に該当する方は、保健所やかかりつけの医師等と相談のうえ、受験を取りやめてください。 

①発熱等の風邪の症状、強いだるさ（倦怠感）、味覚障害、頭痛、息苦しさ等の症状がある場合 

②感染症陽性者との濃厚接触がある場合 

③過去２週間以内に感染が引き続き拡大している国や地域への訪問歴がある場合または、そのよ

うな者との濃厚接触がある場合 

 

（２）試験当日の検温について 

試験当日の検温結果については受験票記載欄に記入し、試験会場にお越しください。 

（試験会場入口及び試験室における受験者確認の際に確認させて頂きます。） 

① 試験当日において、３７．５度以上の発熱がある受験者は、受験を取りやめてください。な

お、欠席者に対する再試験は実施いたしません。 

 

② 試験会場において、３７．５度までの熱はないものの、風邪の症状、強いだるさ（倦怠感）、

味覚障害、頭痛、息苦しさ等の症状が出た受験者は、その旨を必ず試験監督者等に申し出てく

ださい。 

 

（3）試験当日の服装、試験当日、試験室の換気のため窓の開放等を行う時間帯があるため、室温

の高低に対応できる服装で受験してください。 

 

（4）密集に関する対応について、行列や集合時は人との間隔は原則２メートル（最低１メート

ル）を守ってください。トイレの利用についても、試験監督員等の指示に従ってください。 

 

（5） 咳等の症状の有無にかかわらず、各自マスクを持参し、試験会場では常に着用するととも

に、休憩時間等における他者との接触、対面や大声での会話を極力控えてください。 

 

（6）感染症対策の徹底に関して、当日試験会場において、当該留意事項を守らない場合や試験監

督員等の指示に従わない場合は受験をお断りすることがあります。 

 

（7）当日、試験会場で体調が悪くなった受験者等については、緊急連絡先を確認するとともに個

人情報について必要に応じて保健所等の公的機関に提供する場合があります。 

 

（8）「新しい生活様式」等を実践し、 日頃から、手洗い・手指消毒、咳エチケットの徹底、身

体的距離の確保、「三つの密」の回避などを行うとともに、バランスのとれた食事、適度な

運動、休養、睡眠など、体調管理に心がけてください。 


